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褥創委員会では、年に２回の勉強会を行

っています。

平成27年1月23日の勉強会では、低栄養状態

の改善に取り組み、また体位変換や徐圧の仕

方を工夫したことで、褥創悪化防止や褥創形

成防止につながり、褥創形成者が減少したこ

とを報告しました。

これからも褥創ゼロを目指して、取り組ん

でいきたいと思います。
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１月３１日、愛媛県老人保健施設協会支援相談員研修に参加

してきました。

老人保健施設の役割の一つとして、在宅（家庭）復帰というものがあります。認知症

を含めた様々な疾病により、要介護者となられた方に一度入所していただき、療養を

してリハビリを行い、住み慣れたご自宅へ戻って頂くことを、なんぐん館を含めた全

国の老人保健施設で行っています。利用者様の「やっぱり家が良い」

という想いと、退所後に利用者様の生活を支えるご家族様の不安が、

相反することもあるかと思います。なんぐん館としても、利用者様と

ご家族様の介護負担を十分考慮して「頑張りすぎない」「あきらめな

い」ご自宅での生活が出来るよう、ご家族様の精神的な支えになれる

ように努力してまいります。 （支援相談員 豊岡秀晴）

３月３日 （火）雛祭り

〃 避難訓練

３月１６日（月）誕生会

４月中旬 お花見

家族会


